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講演：近 藤恒夫氏 （ダルク創 設者、 日本 ダルク 代表）

岩井喜代仁氏 （茨城ダルク代表）

家族の体験談

本人の体験談

愛泉太鼓 （茨城ダルクメンバー）

友情 出演：千葉マリ ア

日 時 ：’ １９ １ ０月 ７ 日（日） １０ 時 ～１７ 時 ９ 時３０ ～ 付

場所：住金人材開発センター

（茨 城 県 鹿 嶋 市 大 宇 光 ９５３・１６、 住 金 正 門 前、 １ｈＯ２９９・９０－３６１１）

■ 参加 ： 資料代 １０００円 （軽 り）

＊参 加 者 は、 ９月 １０同ま でに、 宿 泊 の有 無 を下 記 にお 電 話をお 願 い いた しま す。

翫０９０－３２１５－７８５０ （ア ナク） 〈 薬物 依 存症 者 を抱 え る家 族 等の会 〉



２００７ 年 ７ 月

新潟 舞契会様
アナク （薬物依 存症者 を抱える家族等の会）

騒ＬＯ９０・３２１５ － ７８５０

代表 湊尚子

州ＡＫ４ 周 年 フオ ー ラ ム 開 催 に つ いて の ご案 内

拝啓

時 下、
ま す ま す ご健 勝 の こ と と、 お 喜 び申 し あ

げま す。

日 頃 は、
本 会 の 活 動 に ご 協 力 を 賜 り、 厚 く お 礼 申 し あ

げま す
。

さ て、
ＡＮＡ：Ｋ４ 周 年 フ ォ ー ラ ム を、 下 記 の 通り 開 催 い た し

ま す の で、
ご 多忙 中 甚 だ 恐 縮 で は ご ざ

い ま す が、
万 障 お 繰り 合 わ せ の う え、

ご出 席 く だ さ いま す よ う お 願 い 申 し あ げま す。

敬具

記
・ 日 時 平成 １９ 年 １ ０月 ７ 日 （日） １０ 時 から １７ 時 （受 付 ９ 時 ３０ 分 ～）

・ 場 所 住金 人材開 発センター

（茨城 県 鹿 嶋 市 大 字 光 ９５３・１６ 電 話 ０２９９－９０－３６１１）

● ア ー マ 「変 えて いく勇 気」

フ ォ ー ラ ム の 案 内 と 趣 意 書 を 同 封 い た しま す。

宿 泊 の 有 無 つ き ま して は 誠 に お 手 数 な が ら、 ９月 １ ０ 日
（日） ま で に

湊 （ＴＥＬ Ｏ９０－３２１５－７８５０） へ ご連 絡 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し あ げ ま す

以上



趣意書

ア ナク は、 薬物 依 存症 を抱 える家 族と 共依 存 症と 自 ら認

めた者 達の自助 グルー プです。

私 たち は、 学習 を通 して、 薬物 依
存症 も共 依 存症 の病気

の 一 つ で あ る こ と を 認 め ま した。

強い 遺伝 性 を持 つ薬物 依 存症 （シ ンナ ー、 覚醒剤、 アル

コ ー ル、 す べ て の ドラ ッ ク） を 若 者 た ち に こ れ 以 上 広 め な

い 為 に も、 今、 私 た ち に 出 き る 事 は 何 か と 考 え た 結 果、 病

気の悲 惨 さ を、 薬 物依 存症 本人と そ の家 族の 体験 した こと

を語る こ と で、 そ の恐 ろ しさが伝 え られる の では ない かと

考 え ま し た。

そ して、 体 験 談 を 通 して、 地 域 社 会 の 方々 や 医 療 関 係 者、

保 護 司、 行政 の方々 と 共に 語り合 い、 予 防と回復 の 手
立 て

を 探 る 一 方 法 と して、 フ ォ ー ラ ム を 開催 い た しま す。

私 共の 真意 を ご理解 の 上、 ご協力、
ご参加く ださ いま す

よう心 よりお願 い申 し上 げま す。


